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　我々はかねてより血中Gastrinについて報告して

きたが、消化管ホルモンは種々のホルモンをかね合わ

せて検討する必要があり、今回は血中Secretinに

ついてRadioi㎜unoassay法1こよる基礎的検討を
試み，2、3の知見を得たので報告する。

　抗血清はエーザイより提供された6000倍、標識

SecretinはSchwarz－Mannの6－Tyrosyl
Secretin、標準Secretinは抽出精製Secretin
を使用した。

　血中Secretin濃度を測定するためにはP9／me
単位の標準曲線が必要であるが、今回はその前段階と

してng／me単位について行った。

　抗体稀釈濃度、incubation時間、　One－steP
法、Two－steP法，添加蛋白濃度と吸着率、　Trasyl－

ol添加について、それぞれ標準曲線を作製し比較検討

を行った。

　その結果、蛋白濃度2．5％の1／15MpH　6．　4

PhosPhate　Bufferを使用し，抗血清は4000
倍、Trasylol添加、　Two－step法にて行い、　ng

／me単位では測定可能な標準曲線が得られた。現在、

第二段階としてさらに微量域での標準曲線を得るべく

基礎的検討を行っているので合わせて報告する。

一
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　牟身性紅斑恒狛瘡（SLE）の診断には征釆鵬細胞、遥テスト

、抗核坑体などが用いられていたが、最近抗DM抗体の検出に

｝主目が向けられ、H－3を用いるラジオアッセイも開弁された

が、特具性や簡便性に問題が多かった●　今回牧々は1－12

5橡臓DMと血中抗体の緒合物を硫『ぼて沈殿させるイムノラジ

オメトリック法にょる抗DMキット（科研）について基研的

ならびに臨床的検豹を行ない本法の有用性を認めたのて報告

する●

　基硲的検肘としては、採血時のヘパリン、クエン酸ソーダ

添加の影響、血漬條存の影響、高抗体含為血滴の希尺系列と

標～9曲線（従来の％沈峰放射能ではなく、本法ては橡準物質

が添付され、相対的力価が得られる）との平行性、血滴非働

化の影響、再現性などについて検討を行なったが、抗擬固剤

添加血数では血清よりも低値の成績が得られた●

　血清保存による力価の低下は知貼簡の冷蔵保存てはみられ

ず、また本法のイントラアッセイ、インターアッセイの再現

性は良好てあった．　さらに、高力価血清の希釈系列は橡準

曲線とほほ平行し、本法の安定性が馳められた．

　現在までに？9伽の，e＄および正篇人血清について測定を行

なった。　健徐正常人14働はいずれも10U／■1以下とした．

各樽疾●者65例のう虜25u／叫以上を示したものは12例て、

鎚以外て高値を示したものはP8Sおよび汎血珠漏少症の各

1釧のみてあった●　10～25u／alの墳界値は18働にみられ、

10u／al以下が36例てあった・　対pas者の内欧は8【S22el1・

DLS　1例、　R　A？例、　PSS　DM　ITPなど8例、橋本病およびバセ

ドウ病6例、その他各種疾息21例であった．同一血清について

検肘した抗核抗体、LB細胞、LEテスト、RAテスト、サイ

ロイドテストなどの成績との比較においては抗DNA抗体以外の

いずれの成績もSLEに対する検出率と特具性を併わせると

本キットの成績におよばず、しかも本法の8L9における成績

は臨床経過の良い示標てもあり、Nめて満足すべき成ぬてあ

った●

　以上、抗DNAキットは安定性、再現性の高い測定法てあり、

しかも本法の検出成績は8L8に特異性が高く臨床治療の良い

示標でもあり、今後ルチン検査として広汎な利用に好適てあ

ると考えられた●

Presented by Medical*Online


	0641



